
平成２９年度東京都「学校支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ推進協議会事業」活動実践事例 

文京区 

学 校 名 文京区立音羽中学校 

コーディネーター数 ７人 

ボ ラ ン テ ィ ア 数 １００人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 活動の概要 

 音羽中学校支援地域本部では、学校運営協議会（以下「ＣＳ」）と連携しながら、学校支援活動

に取り組んでいる。学校支援地域本部のチーフコーディネーターがＣＳの委員であることから、

密にやりとりができ、学校のニーズに素早く対応することができる。 

（１）授業支援 

 ・２年生職場体験の受入先調整支援、１年生職業講話の講師依頼調整支援 

 ・２年生マナー教室の講師依頼調整支援 

 ・運動会、防災宿泊学習支援 

（２）学習教室補助 

 ・放課後、大学生等による学習教室開催時における見守りボランティアのコーディネート 

（３）部活動補助 

・グラウンドキーパー(校庭の施錠管理)ボランティアの配置 

（４）環境整備 

 ・グラウンドの落ち葉清掃 

 

□ コーディネーターの役割 

 学校との打合せを踏まえて支援内容を決定し、各活動のコーディネート、ボランティアの募集

を行っている。コーディネーターはＰＴＡ会長経験者や青少年委員、ＣＳの委員でもあり、学校

と地域の調整に大きな役割を果たしている。 

 

□ 活動上の工夫や配慮等 

 学校支援地域本部のチーフコーディネーターがＣＳの委員も兼ねており、それぞれの連携を取

っている。また、職業講話の講師支援調整ではコーディネーターの幅広いネットワークを活かし、

継続的で安定な支援体制を構築している。 

 

□ 活動の成果や感想 （実践を通した児童・生徒、地域の活動者、学校等の声や反応など） 

【学校の声】 

・講師の調整支援では、地域を中心にした安心できる人選により、高い成果が得られている。 

・職場体験受入先の調整支援では、幅広い種類の職業があり、先生方も助かっている。 

【ボランティアの声】 

・グラウンドキーパーでは、生徒と話す機会があり、学校の役に立てていると実感する。 

職業講話授業 グラウンドキーパー 防災宿泊学習 

http://www.syougai.metro.tokyo.jp/sesaku/shien.html

